
経済センサス‐基礎調査に関する研究会（第４回）議事概要 

１ 日 時： 平成23年12月２日(金) 14:30 ～ 16:00 

２ 場 所： 総務省統計局 ６階特別会議室 

３ 議 題： (1) 試験調査実施の概要について 

(2) 企業ヒアリングの実施状況について 

(3) 調査実施に向けた検討課題等について 

(4) 研究会報告（骨子案）について 

４ 出席者： 清水座長、廣松委員、森委員、菅委員、経済産業省構造統計室長 

統計調査部長、調査企画課長、経済統計課長、経済基本構造統計課長 

 

５ 議事概要： 

(1) ｢試験調査実施の概要について｣事務局より説明後、意見交換 

→ 試験調査の実施方法等に関しては概ね了承され、同時実施となる商業統計調査

が同じ枠組みでの実施になることが改めて確認された。 

(2) ｢企業ヒアリングの実施状況について｣事務局より説明後、意見交換 

(3) ｢調査実施に向けた検討課題等について｣事務局より説明後、意見交換 

→ 企業ヒアリング等を踏まえた課題や、それに対する本調査での取組案及び今後

の検討課題が事務局より提示され、概ね了承されたが、オンライン等の役割に

ついては、更なる有用性も見いだされ、今後、より検討の必要性があることが

提言された。 

(4) ｢研究会報告（骨子案）について｣事務局より説明後、意見交換 

→ 研究会の骨子案については概ね了承され、次回研究会において研究会報告とし

て取りまとめることとなった。 

【主な意見等】 

 本社一括調査を希望する企業をどのように選定するのか。 

→ 企業ごとに本社一括調査を希望するか否かが異なるため、事前に実施が予定さ

れている企業構造の事前把握において、意向を確認するしくみを検討したい。 

 本社一括調査において、本社が傘下支所事業所情報をシステム上で、効率的に回答

できるようなしくみを今後検討していただきたい。 

 FC・BC加盟店は傘下支所事業所としての位置づけにはならないのか。 

→ 原則としては、それぞれの店舗が単独事業所店舗となる。しかし、記入者側に

おける誤認識も想定されるため、企業が保有するFC加盟店のリストを、情報収

集及び企業構造の整理のために利活用できればと考えている。 
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